
 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 横浜市民の防災・減災の意識、取組に関するアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇地震対策（自宅の耐震化、家具の固定率、感震ブレーカー） 
〇災害への備えや避難について（家庭の備え、防災に係る訓練・研修 等） 
〇災害時に配慮が必要な方について 
○災害情報について（防災情報の入手方法 等） 
〇横浜市の災害対策に係るご意見について              

 

 

 

 

 
 

別紙参照 

 

 

 

●横浜市ウェブサイト 

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/data/shiryodata/enquete-r03.html    
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調査対象 横浜市内に居住する満 15 歳以上の男女個人（外国籍市民を含む） 

標本数 10,000 人（うち、外国籍 300 人） 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送及びインターネット回答方式併用（無記名） 

調査期間 令和６年６月 13 日～７月 11 日 

お問合せ先 

総務局防災企画課長  井上 健正  Tel 045-671-2019 

令 和 ７ 年 ３ 月 3 1 日 
総 務 局 防 災 企 画 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

１ 調査の概要 

２ 主な調査項目（全 28 問） 

３ 回収結果 

回収数（率） 3,419 人 （34.2％）    
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10歳代 

無回答・無効票 

 

４ 主な調査結果 

５ 調査報告書 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/data/shiryodata/enquete-r03.html


 

 
 

 

 

自宅の耐震化 ［報告書 P.28］ 

■問３-１ （昭和 56 年５月以前にご自宅が建てられた方） 

ご自宅の建物の耐震対策について、該当するものを選んでください。（１つ選択） 

「耐震診断・耐震改修を実施している」、「耐震診断の結果、安全と判定された」、「今後、

耐震診断・耐震改修等を実施する予定である」の合計が３５．４％（前回 ３４．８％）  

 

 

家具転倒防止対策の実施状況 ［報告書 P.31］  

■問４ あなたのご自宅では、地震によって転倒するおそれのあるタンスや食器棚等の家具類を固定（転倒防止）し

ていますか（粘着マットも含みます）。（１つ選択） 

「全ての家具を固定している」、「一部の家具を固定（転倒防止）している」の合計が５９．３％  

（前回５６．８％） 

 

 

感震ブレーカー設置状況 ［報告書 P.43］  

■問７ あなたのご自宅では、通電火災の発生を防ぐために有効な「感震ブレーカー」を設置していますか。 

（1 つ選択） 

「感震ブレーカーを設置している」 ３０．１％  （前回 ３３．８％） 
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8.7%

6.8%
28.6%

35.2%
0.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

１．耐震診断・耐震改修等を実施している

２．耐震診断の結果、安全と判定された

３．今後、耐震診断・耐震改修等を実施する予定である

４．耐震診断、耐震改修等を実施する予定はない

５．分からない

無回答・無効票
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1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

１． 全ての家具を固定（転倒防止）している

２． 一部の家具を固定（転倒防止）している

３． 固定（転倒防止）していない

４． 固定（転倒防止）が必要な家具類がない

無回答・無効票

（別紙） 主な調査結果 

30.1%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１．感震ブレーカーを設置している

２．設置していないが、今後設置する予定である

３．設置しておらず、今後設置する予定もない

無回答・無効票



 

 
 

食料、飲料水の日頃からの準備状況 ［報告書 P.49］ 

■問８ 災害が起こった場合、あなたのご家庭に今ある食料、飲料水（１人１日あたりの目安は３リットル以上）

でお住いの家族全員がおよそ何日過ごすことができますか。（１つ選択） 

１日以上過ごせる   ９２．５％  （前回 ７９．４％） 

３日以上過ごせる   ６３．６％  （前回 ４７．８％） 

 

 

トイレパックの準備状況［報告書 P.54］※新規設問 

■問９ 能登半島地震では、長期間にわたる上下水道の途絶が生じ、災害時のトイレの重要性が問われることになりま

した。あなたのご家庭では、災害に備えて何日分のトイレパック（１人１日あたりの目安は５個）を準備しています

か。（１つ選択） 

１日以上準備している ６０．１％ 

３日以上準備している ３４．２％ 
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２．１日～２日

３．３日～４日

４．５日～６日

５．７日以上

無回答・無効票
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16.1%

18.1%
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１．１日～２日分

２．３日分

３．４日以上

４．準備していない

無回答・無効票



 

 
 

直近３年間の研修・訓練参加状況［報告書 P.61］ 

■問 11 あなたは、直近３年間で次の研修や訓練等に参加したことがありますか。（該当するものすべて選択） 

トップは「何も参加していない」 ６０．９％  （前回４７．５％） 

 

 

自宅の被害状況別の避難先について［報告書 P.70］ 

■問 15 あなたがご自宅にいて大規模な地震が発生し、次のような状況になった場合、当面の期間、どこで避難

生活をしますか。（それぞれ１つ選択） 

【自宅建物が全壊している場合】 

トップは「避難所」 ６６．９％  （前回６２．１％） 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１．自治会・町内会の防災訓練

２．地域防災拠点の訓練

３．学校等での防災教室の受講

４．横浜防災ライセンス講習会

５．よこはま防災研修（旧：防災・減災推進研修）

６．消防団活動

７．家庭防災員研修

８．オンラインでの防災研修

９．上記以外の区役所・消防署主催の講習会や訓練

10．その他

11．何も参加していない

無回答・無効票
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１．避難所

２．親族・友人の家等

３．公園等

４．車の中

５．自宅にいる

無回答・無効票



 

 
 

自宅で避難生活を送る際の心配なことについて［報告書 P.74］新規設問 

■問 17 発災後に避難所へ行かず、自宅で避難生活をする際に心配なことは何ですか。（２つ選択） 

トップは「飲料水や食料の確保」 ６２．９％ 

 

 

避難所で避難生活を送る際の心配なことについて［報告書 P.75］※新規設問 

■問 18 自宅等に被害があり、避難所で避難生活を送らなければならなくなった際に心配なことは何ですか。 

（該当するものすべて選択） 

トップは、「トイレ設備」 ７２．３％ 

 

 

62.9%
20.9%

43.9%
8.4%

29.6%
5.5%

2.3%
10.4%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１．飲料水や食料の確保

２．生活用水（炊事・風呂等）の確保

３．電気・ガス等、ライフラインの復旧

４．情報収集手段の確保

５．利用できるトイレ設備

６．安心できる治安環境

７．一人暮らし等で手助けが受けられないこと

８．余震の影響などによる建物の倒壊

９．その他

無回答・無効票

55.3%
18.3%

9.1%
15.9%

11.8%
4.4%

40.8%
31.1%

60.3%
17.5%

72.3%
60.6%

35.2%
13.7%

2.0%
0.8%
1.5%
1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

１．集団生活を送ること

２．自身が抱える事情（持病、障害など）

３．避難生活が自力では困難な家族の存在

４．日常の医療や介護

５．日常で使用する生活支援品（おむつ、流動食等）

６．避難生活の介添え・支援者の不在

７．就寝環境を整える備品

８．空調設備

９．衛生面（口腔ケア・感染症など）

10．栄養・食事・アレルギーへの配慮

11．トイレ設備

12．プライバシー確保

13．治安面の対策

14．ペット同行避難の可否

15．コミュニケーション面(言語・手話等）

16．特にない

17．その他

無回答・無効票



 

 
 

災害時に配慮が必要な方への支援者について［報告書 P.86］※新規設問 

■問 20-１ （問 20 で「いずれもいない」以外のいずれかを答えた方はご回答ください） 

災害時に配慮が必要なご家族（あなた自身も含む）について、災害時の避難等を手助けしてくれる方（ご

家族以外）はいますか。 

（該当するものすべて選択） 

トップは、「いずれもいない」   ３８．８％ 

 

 

 

横浜市の災害対策に係るご意見について ［報告書 P.96］ 

■問 23 災害対策について、横浜市に力を入れて取り組んでほしいことはどれですか。（５つまで選択） 

「水・食料・毛布などの十分な備蓄」   ６２．５％ 

「電気・ガス・水道・電話通信などのライフライン施設の耐震性の向上」 ５７．１％ 

「緊急時の警報や避難指示などを伝達する体制や仕組みの強化」   ４５．９％ 

「応援部隊や支援物資の受け入れ態勢の整備」   ２６．２％ 

「医療救護の確保など、災害時の医療体制の強化」   ２４．９％ 

(※グラフは上位 10 位を抜粋) 
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12.7%

25.3%

26.0%

3.2%

38.8%

1.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

１．利用施設等の従事者

２．地域の民生委員

３．自治会・町内会の会員

４．近くに住む親せき縁者

５．近くに住む友人・知人

６．その他

７．いずれもいない

無回答・無効票

62.5%
57.1%

45.9%
26.2%

24.9%
23.5%

21.7%
20.9%

19.3%
15.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

４．水・食料・毛布などの十分な備蓄

20．電気・ガス・水道・電話通信などのライフライン施設の…

１．緊急時の警報や避難指示などを伝達する体制や仕組みの…

３．応援部隊や支援物資の受け入れ態勢の整備

19．医療救護の確保など、災害時の医療体制の強化

26．避難所（地域防災拠点）の快適性向上のための資器材購入

２．災害に関する情報提供や広報

21．停電や電力不足への対策

13．避難方法や避難場所の周知

７．学校や公共施設の耐震化・安全化


